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一　般　質　問

一
般
家
庭
ご
み
処
理
に
つ
い
て

最
近
、
池
田
町
発
表
の
デ
ー
タ
で
は
年
々
リ
サ
イ

ク
ル
率
が
減
少
し
、
焼
却
量
が
増
加
し
て
い
る
が
、

そ
の
原
因
と
今
後
の
方
策
は
。

町
　
長

毎
年
、
西
濃
環
境
へ
出
て
く
る
ご
み
を
精
査
し
て

い
る
と
、他
の
市
町
の
焼
却
量
は
下
が
っ
て
居
る
が
、

池
田
町
は
人
口
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
焼
却
量
は
微

増
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
重
量
換
算
方
式
だ
が
、
そ

の
要
因
と
し
て
生
ご
み
の
水
分
量
及
び
、
草
取
り
の

草
に
付
着
す
る
泥
の
問
題　

又
、
最
近
は
分
別
、
選

別
等
仕
分
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
、

そ
の
他
の
ご
み
混
入
も
見
受
け
ら
れ
る
。

町
と
し
て
は
、
焼
却
量
を
減
ら
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

率
を
高
め
、
資
源
収
入
増
加
に
流
れ
を
変
え
て
行
く

べ
く
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
年
度
か
ら
名
称
が
池
田
町
環
境
美
化
推
進
員
に

変
わ
り
、
各
地
区
の
公
民
館
単
位
で
よ
り
細
か
く
説

明
す
る
研
修
の
場
を
設
け
、町
民
の
皆
様
の
御
理
解
、

御
協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
の
ご
み
の
問
題
は
、
子
供
達
に
と
っ
て
も
環
境

学
習
に
も
活
用
し
て
も
ら
う
と
か
、
色
々
な
こ
と
で

学
校
教
育
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。

本
年
度
よ
り
小
・
中
学
校
運

営
五
カ
年
計
画
が
始
ま
り
ま
す
。

主
要
課
題
は
、
部
活
動
問
題

を
含
め
、
教
職
員
の
長
時
間
勤
務

改
善
と
多
忙
化
解
消
に
有
る
と
思

い
ま
す
が
、
対
策
は
。

教
育
長

現
在
、
池
田
町
と
し
て
毎
週

水
曜
日
を
ノ
ー
残
業
デ
ー
と
し
、

夏
休
み
長
期
休
業
期
間
中
に
閉

校
日
を
設
け
た
り
し
て
改
善
に

努
め
て
い
る
。
部
活
動
に
就
い

て
も
、
教
職
員
の
負
担
を
軽
減

す
べ
く
週
二
日
休
み
、
土
曜
日
・

日
曜
日
の
ど
ち
ら
か
は
活
動
し

な
い
。
又
、
外
部
指
導
員
の
活

用
も
行
っ
て
い
る
。

本
年
度
よ
り
中
学
校
は
、
二

学
期
制
に
移
行
し
、
教
員
の
負

担
軽
減
と
生
徒
に
と
っ
て
も
学

業
に
集
中
出
来
る
よ
う
支
援
し

て
い
く
。

今
期
は
前
期
が
四
月
一
日
か

ら
十
月
八
日
。
後
期
は
十
月
十

日
か
ら
三
月
三
十
一
日
。

学校運営に伴う
課題解消について

髙崎　正之　議員
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八幡公民館での説明

持ち寄り回収（役場）

◆リサイクル資源排出量の推移


